	第3回院内研修報告書　　　　　　　　　　　　　　　　報告者：長谷部拓生、木村裕美

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上野雅人、佐々木美香

	講義内容：「　最近の精神保健福祉施策の動向」　　　　

講師：　竹内　一貴　（財団法人こころすこやか財団　障害福祉支援部　精神保健福祉士）

	日　　時：平成21年7月27日（月）・29日（火）　　17：30～18：15

	場　　所：メモリアルホール

	内　　容

· 障害者自立支援法の具体的内容、対象者、制度設計について

· 自立支援医療費、サービスの受給について

· 年金制度、生活保護制度について

· 地域でのサービス利用について、各機関の役割およびサービス事業所について

· 生活保護受給者の事例と支援方法について

· こころすこやか財団とＮＰＯ法人の説明について

アンケート結果

・参加対象者　　　　158名

　　・業務扱い者　　　　　5名

・当日参加者　　　　103名（こころすこやか財団、パート職員含む）

・アンケート提出者　103名（回収率100％）

・参加率＝当日参加者÷(参加対象者-業務扱い者)＝67.3％

・参加率＝当日参加者÷参加対象者＝65.1％

　　　　　　　　　　　　
１.今回の研修内容について（複数回答あり）

・分かりやすかった･･･78名
・楽しかった･･・5名

・難しかった･･･26名

・つまらなかった･･･0名

・大変だった･･･0名
· 未記入…1名

２．研修を受けて役に立つと感じた内容

· 年金の種類

· 最新の動向を知る事が出来たこと

· 財団の機能

· 自立支援の詳細

· 地域で障害者がどのような生活をしているのか

· 生活保護の制度

· 医療と福祉をわけてそれぞれの役割を果たす

· 障害者施策の１本化

· 就労支援の強化

· 応益負担への方針

· 退院した人がどの様に生活するのか、イメージを持つ事が出来た。

３.質問したいこと

· 具体的な地域の受け皿にはどのようなところがあるか？

· 様々な支援体制は整いつつありますが、地域で暮らす障害者がそれを使いやすくなるような努力はなにかしていますか？

· 行政に望むものはなんですか？

· 働ける能力があっても生活保護を受給している方への今後の関わり。

· 就労のグッジョブは、上十三だけですか？

４.今後のテーマの希望

・生活保護に関して事例を挙げた説明を聞いてみたい。

５．感想

· 財団としての役割を理解できた。

· あまり普段聞くことのない内容だったので、少し難しかった。

· 障害者のためにいろいろなサービスがあるんだなと思った。

· 内容を理解するには難しいと思った。

· 財団で行われている事業を明確にしてもらってよかった。

· 自立支援法でまだまだわからない（障害報酬）ことがあるので事例を交ぜたものを聞いてみたい。

· 財団は何をやっているのか講義をきいても分からなかった。

· １人の患者様に対し、医療機関以外にもさまざまな機関・地域の関わりが求められていると感じた。

· 年金の説明をもっと詳しくして数字を出して欲しかった。

· 制度の説明が早くて理解し難かった。

· 用語自体がわからないものが多く、勉強不足を感じた。

· 地域支援というものがどの範囲までするのかよくわからない。

· 事例等を使用していて分りやすかった。

· 医療と福祉の違いがわかった。

· 各々の役割が明確になったが、どう連携していくのかがこんごの課題であり、単一に援助するのではなく一連の流れで援助を行うべき。

· もう一度講義して欲しい。

· 生活保護を詳しく知りたい。

· 福祉の部分での研修をやって欲しい。

· 事例をもっと掘り下げて詳しく説明して欲しかった。

· １つ１つの項目について、もう少し詳しく聞かせて欲しい。

· 講義の内容は充実していたが、３０分の講義で理解するには範囲が広すぎる気がした。

· 質疑応答の時間を設けて欲しかった。

６改善点

· 質疑応答の時間を設ければよかった。

７．総括

今回の研修は、精神保健福祉の最近の動向について、各項目を絞り込んだ内容ではあったが、アンケート結果から、障害者自立支援法の複雑なサービス体系や社会保障制度（障害年金・生活保護の受給要件）など、一度の講義では理解するところまで至っていないと思われる。しかし、講義内容は、普段の業務を遂行する上で最低限必要となる知識であり、良質のケア提供には欠かせない患者様の生活基盤について踏み込んだ講義でもあったことから、「詳しく知りたい、詳細部分の説明がほしい、時間が少ない」との意見が寄せられている。

上記により、次回研修に向けて、講義内容の絞込みをするとともに、現場業務に活かせる知識の取得・情報提供をする必要がある。そのためには、講師との打ち合わせを密にし、事例を取り入れた分かりやすい内容とするなど工夫が必要である。また、研修回数を拡大する事や資料を配布するなど、単に研修を開催するだけではなく、業務に活かせる効果的な研修について検討する必要があると思われる。




